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一一一Abstract一一一

Adultery by Empresses in Classical J apanese Literature 

MAKINO A tsushi 

A common theme in Japanese literature of the ancient and medieval periods is that of 

adultery by empresses. Examples include Nijo no Kisaki二条后 inTales olIse (Ise monof{atari 

伊勢物語)， Fujitsubo no Miya藤壷宮 inThe Tale 01 Genji (Genji m01zof{atari 源氏物語)， 

Somedono no Kisaki 染殿后 inthe Collection of Tales 01 Times Now Past (Konjaku 

mOl1ogatarishu今昔物詩集)， and Kenrei Mon'in鑑札門院 inthe Engyoモramanl1script延鹿本

of The Tale 01 the Heike (Heike monof{atari平家物語). The theme is thus a characteristic 

feature of ancient and medieval literature in Japan. Why did ad111tery by Empresses figure 

prominently in classical Japanese literature? To consider this question， 1 collected examples of 

narratives about adultery by empresses. 1 found that one of the original forms of this narrative 

is the tale of ] utsubaga 術婆迦説話. Taking the Jutsubaga tale as a prototype， 1 then 

investigated the various fictional tales (monof{atari物語)and homiletic tales (setsuwa説話)to 

which this story gave rise and traced their development. 

The locus classicus of the ]utsllbaga narrative is The Commentary on the Great vr々sdom

Sutra (Ch. Dazhidu lun大智度論). Its first citation in Japan is fOllnd in Kukai's Essentials 01 

the Three Teachinf{s (Sango shiiki 三 教 指 帰). Kukai's citation would eventually exert 

considerable influence on the reception of the ]utsllbaga narrative in Japan. The Amzolations 

on the Essentials 01 the Three Teachings (Sanf{o shiiki chu三教指帰注)preserved in the 

Nakayama Hokkyoji archive contains a phonetic ]apanese version of the ]utsubaga narrative. 

This version then came to be narrated in the cultl1ral field of waka poetic treatises， from the 

Shimeisho紫明抄 tocommentaries on The Tale of Genjiαnd the Waka domosho和歌童蒙抄.

In field of commentaries on the classical poetic anthology， the Kokinωakashu r!T今和歌集， the 

narrative l1nderwent a significant transformation. In the Kokinωαkashu kanj・'okuden ï~T今和歌

集濯頂口伝， the ]utsubaga narrative is combined with motifs from the Momoyof{ayoi百夜通.

This combined version can also be found in the Shinto kantakuryu zalsubuネ111週間自流雑音11and 

the Teikin 110 sho庭訓之抄.The combination of the tale with motifs from the Momoyof{ayoi in 

these texts suggests that the fields of commentaries on the Kokinshu and Yin Yang 

philosophies over1apped. At the same time， it is a phenomenon that is also relatcd to the secret 

discourse (hisetsu秘説)that narrates the origins of the seasonal festival called Tenchusetsu天
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仁中|ド1節， which can be found in the Mゐ似eib伽uω仰t1仰nか1ト-sho明丈抄 ，Shukai-sho拾芥抄， and Segen-Mondo世諺

問答. The transformed ]utsubaga narrative also eventually gave rise to new Noh plays， such 

as the Koi no omoni恋重荷.

In the field of homiletic tale collections (setsuwashu説話集)， the ]utsubaga narrative can 

also be found in the Hobutsushu宝物集， the Engyo-era manuscript of The Tale 01 the Heike， 

the Sangoku-Denki三国伝記， and the Taiheiki太平記. In these tales， ]utsubaga is listed as a 

kind of love that is not in accordance with the Way (michi道).Its inclusion in this list is then 

later cited in Muromachi-period tales， such as Joruri monogatari浄瑠璃物語 ，Tawara toω 

monogatari俵藤田物語，Hangan miyako banashi・判官みやこぱなし，叩dKoizuka monogatari 

恋塚物語. In addition， in the Komachi jindai kan小町神代巻 andthe Yokozabou monogatari 

横座房物語.1 have been able ωidentify a connection with the fields of waka poetics and 

Shinto/Yin-Yang philosophy. 

In my analysis of the ]utsubaga narrative， 1 demonstrate that the fields of commentaries 

on monogatari and waka， homiletic tales， Muromachi-period monogatari， and Shinto/Yin-Yang 

philosophy mutually influenced each other. 1 suggest that the links across these fields provided 

an impetus for the creation of new forms of literature. Furthermore， 1 also point out that 

] utsubaga appears in Chinese and Korean sources， such as Dat.αng yw仰 qunyu大唐韻府群玉

in volume twenty，“Xinhuo raota"心火檎塔 andQingshi情史.also known as the Qingshi leilue 

情史類略 involume eleven， "Huahuo"化火， compiled by Fengmeng long (.馬夢龍. Examples 

such as these. 1 suggest. indicate the necessity of investigating the development of the 

]utsubaga narrative in the context of East Asia. 
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〈
個
人
研
究
第
2
種〉

后
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
め
ぐ
る
日
本
文
学
史

ー
古
代
・
中
世
を
中
心
に
|

一
、
は
じ
め
に

日
木
の
古
代
・
中
陛
文
学
に
繰
り
返
し
現
れ
る
テ
!
マ
の
一
つ
が
〈
后
の
密

通
〉
で
あ
る
。
『
伊
勢
物
語
」
の
二
条
后
、
『
源
氏
物
語
い
の
藤
壷
宮
、
「
今
品
目
物

詩
集
」
の
染
殿
后
、
砥
鹿
本
「
平
家
物
語
』
の
建
札
門
院
な
ど
、
后
の
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
代
・
中
世
文
学
の
特
色
の
一
つ
と
言

え
よ
う
。
本
研
究
は
、
〈
后
の
密
通
〉
が
描
か
れ
る
作
品
を
見
渡
し
つ
つ
、
日
本

の
古
典
文
学
が
后
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
語
り
続
け
た
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
初
、
調
査
範
囲
と
し
て
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
物
語
文
学
お
よ
、
ぴ
説
話
文
学

を
想
定
し
た
。
た
だ
し
全
て
を
調
査
す
る
に
は
作
品
数
が
多
す
ぎ
て
無
理
が
あ
る

の
で
、
本
研
究
で
は
、
平
安
の
物
語
文
学
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
説
話
世
界
と

も
交
渉
を
持
ち
な
が
ら
成
立
し
た
『
平
家
物
語
』
を
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
に
し

た。
具
体
的
に
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
翠
巴
第
六
末
(
巻
十
二
)
の
次
の
よ
う
な
一

節
に
注
目
し
た
。

天
緋
一
ブ
術
婆
迦
ハ
后
ノ
宮
ニ
契
ヲ
ナ
シ
テ
墓
ナ
キ
夢
地
ヲ
恨
、
阿
育
大
王
ノ

ヰ女

野

司

ム浮

子
倶
那
羅
太
子
ハ
継
母
蓮
花
夫
人
ニ
思
ヲ
被
懸
ウ
キ
名
ヲ
流
シ
、
震
旦
ノ

則
天
皇
后
ハ
長
文
成
ニ
逸
テ
遊
仙
咽
ヲ
得
給
ヘ
リ
。
我
朝
ノ
奈
良
帝
ノ
御
娘

孝
嫌
女
帝
恵
美
大
臣
ニ
犯
サ
レ
、
文
徳
天
王
ノ
染
殿
ノ
后
ハ
紺
青
鬼
-
一
ヲ
カ

サ
レ
、
享
子
ノ
院
ノ
女
御
京
極
御
息
所
ハ
時
平
ノ
大
臣
ノ
女
也
、
日
士
口
詣
給

ケ
ル
ニ
志
賀
寺
聖
人
心
ヲ
奉

J

一T

懸
、
今
生
之
行
業
ヲ
奉
繍
シ
カ
パ
、
京
ヲ

懸
給
一
ア
御
手
ヲ
タ
ピ
、
実
ノ
道
ノ
指
南
セ
ヨ
ト
ス
サ
マ
セ
給
キ
。
在
原
業
平

ハ
五
条

E
ノ
ア
パ
ラ
屋
ニ
、
「
月
ヤ
ア
ラ
ヌ
」
ト
打
ナ
ガ
メ
、
源
氏
ノ
女
三

宮
ハ
又
柏
木
ノ
右
衛
門
督
ニ
マ
ヨ
ヒ
テ
、
香
ヲ
ル
大
将
ヲ
産
給
ヘ
リ
。
「
ィ

カ
ず
岩
根
ノ
松
ハ
答
ム
」
ト
源
氏
ノ
云
ケ
ム
モ
ハ
ヅ
カ
シ
ヤ
。
狭
衣
之
大
将

ハ
、
「
聞
ッ
、
モ
涙
ニ
ク
モ
ル
」
ト
打
ナ
ガ
メ
、
天
竺
震
日
一
我
朝
、
高
モ
賊

モ
女
ノ
有
給
程
心
憂
事
候
ワ
ズ
(
汲
古
書
院
の
影
印
版
に
よ
り
一
部
表
記
を

改
め
た
)

治
承
寿
、
水
の
内
乱
後
、
平
家
一
門
の
う
ち
唯
一
生
き
残
っ
た
建
札
門
院
は
、
大
原

で
亡
き
安
徳
天
皇
を
偲
び
つ
つ
一
門
の
菩
提
を
弔
う
生
活
を
送
る
。
そ
こ
に
突
然

現
れ
た
の
は
平
家
を
見
捨
て
た
後
白
河
法
皇
で
あ
っ
た
。
対
面
し
た
建
礼
門
院
は

涙
な
が
ら
に
自
ら
の
人
生
を
六
道
に
な
ぞ
ら
え
て
語
る
。
天
上
道
・
人
間
道
・
修

羅
道
・
餓
鬼
道
・
地
獄
道
を
語
っ
た
後
、
言
い
淀
ん
だ
の
が
畜
生
道
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
建
礼
門
院
に
と
っ
て
語
り
に
く
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
兄
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弟
で
あ
る
宗
盛
・
知
盛
と
の
聞
に
「
聞
ニ
ク
キ
名
」
を
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
高
倉
天
自
主
中
宮
と
し
て
の
、
ま
た
安
徳
天
皇
生
母
と
し

て
の
評
判
を
い
ち
じ
る
し
く
庇
め
る
醜
聞
で
あ
り
、
そ
れ
を
語
る
こ
と
は
自
ら
の

名
誉
を
残
酷
に
傷
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
実
際
に
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
物
語
は
そ
の
よ
う
に
翻
ら
せ
て
い

る
。
先
の
引
用
は
建
礼
門
院
が
ま
さ
に
商
生
道
を
語
り
出
そ
う
と
す
る
場
而
で
あ

る
3

后のスキャンダルをめぐる日本文学史

と
こ
ろ
が
、
話
は
な
か
な
か
核
心
に
到
達
し
な
い
。
自
身
の
体
験
を
言
い
出
す

前
に
、
古
ム
一
寸
東
西
の
后
(
も
し
く
は
女
王
・
王
女
〉
の
醜
聞
が
持
ち
出
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
引
用
文
に
列
挙
さ
れ
た
事
例
を
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
な
る
。天

竺
・
:
術
婆
迦
と
后
の
宮
・
倶
那
羅
太
子
と
蓮
花
夫
人

震
日
一
:
・
則
天
皇
后

我
朝
・
:
孝
謙
女
帝
・
染
殿
盾
・
京
極
御
息
所
・
在
原
業
平
・
源
氏
物
語
女

三
宮
・
狭
衣
大
将

天
竺
の
国
王
の
女
で
あ
る
拘
牟
頭
が
漁
師
で
あ
る
術
婆
迦
の
思
い
に
応
え
よ
う
と

し
た
こ
と
は
「
大
智
度
込
山
巻
十
四
に
見
え
、
『
経
律
異
相
」
巻
三
十
四
や
『
法

苑
珠
林
」
巻
二
十
一
に
も
取
ら
れ
て
い
る
。
阿
育
大
主
の
子
で
あ
る
倶
那
羅
太
子

と
連
花
夫
人
と
の
こ
と
は
『
大
唐
西
域
記
」
『
阿
育
王
伝
」
な
ど
に
見
え
る
。
問

者
は
と
も
に
仏
典
に
基
づ
く
。
則
天
皇
后
と
張
文
成
の
こ
と
は
『
唐
物
語
」
な
ど

に
見
え
、
日
本
で
流
布
し
て
い
た
と
お
ほ
し
い
。
本
朝
の
事
例
で
あ
る
孝
謙
天
皇

の
醜
聞
は
『
水
鏡
」
や
『
古
事
談
』
に
、
染
殿
后
が
鬼
に
犯
さ
れ
た
と
い
う
紺
青

鬼
説
話
は
『
相
応
和
上
伝
』
『
拾
遺
往
生
伝
」
『
古
事
部
ぼ
な
ど
に
、
京
概
御
息
所

と
志
賀
寺
聖
人
の
説
話
は
『
俊
頼
髄
脳
」
『
和
歌
童
蒙
抄
」
な
ど
に
見
え
る
。
こ

れ
ら
は
歴
史
物
語
・
説
話
集
・
歌
論
書
な
ど
に
採
録
さ
れ
て
流
布
し
た
説
話
と
言

え
る
。
残
る
三
つ
の
事
例
は
作
り
物
語
に
依
拠
し
て
い
る
。
業
平
以
下
が
吋
伊
勢

物
語
」
「
源
氏
物
語
」
『
狭
衣
物
語
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
列
挙
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
は
、
先
例
を
挙
げ
る
注
釈
的
語
り
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
礼
門

院
の
醜
聞
を
語
る
に
当
た
っ
て
、
道
な
ら
ぬ
恋
に
堕
ち
た
后
の
先
例
を
想
起
し
た

の
で
あ
る
。
語
り
手
は
手
持
ち
の
知
識
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
披
露
し
て
み
せ

た
。
先
例
列
挙
は
、
傭
舌
な
語
り
手
に
よ
る
注
釈
行
為
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
だ
が
、
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
建
札
門
院

の
醜
聞
は
事
実
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
物
語
が
そ
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
建
札
門
院
の
醜
閉
そ
の
も
の
が
語
り
手
に

よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
と
考
え
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
何
ら
か
の
根

拠
と
な
る
噂
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
も
と
に
撞
礼
門
院
の

畜
生
道
語
り
を
生
み
出
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
語
り
手

は
建
札
門
院
の
醜
聞
を
ど
の
よ
う
に
創
り
出
し
た
の
か
。
そ
の
成
り
立
ち
の
秘
密

を
明
か
し
て
い
る
の
が
先
例
列
挙
の
一
節
で
あ
っ
た
と
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
天
佐
了
震
日
了
我
朝
の
先
例
に
な
ぞ
ら
え
て
建
札

門
院
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
創
ら
れ
た
。
先
例
列
挙
は
畜
生
道
語
り
を
生
み
出
す
際

に
参
考
と
さ
れ
た
事
例
を
種
明
か
し
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
建
札
門
院
の
畜
生
道
物
語
は
、
術
婆
迦
か
ら
狭
衣
大
将
に

到
る
数
々
の
説
話
・
物
語
を
踏
ま
え
で
誕
生
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
、
后
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
描
い
た
文
学
史
が
浮
か
び
上
が
る
。
ぞ
れ
は
仏

典
由
来
の
説
話
か
ら
始
ま
り
、
虚
構
の
物
語
に
至
る
も
の
で
あ
り
、
天
竺
・
震

旦
・
本
朝
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
延
慶
本
は
、
建
札
門
院
の
畜
生
道
語
り
を
そ

の
よ
う
な
文
学
史
上
に
位
置
づ
け
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る

2

延
鹿
本
の
先
例
集
は
そ
の
ま
ま
、
后
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
め
ぐ
る
文
学
史
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
い
か
に
読
み
解
く
か
が
、
本
研
究
の
目
標
と
し
て
設
定
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
個
々
の
事
例
の
調
査
を
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
、

事
例
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
術
婆
迦
説
話
の
重
要
性
に
ん
気
付
い
た
。
術
婆
迦
の
説

話
そ
の
も
の
が
、
新
た
な
物
語
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
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か
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
術
婆
迦
は
、
単
に
后
の
密
通
の
最
初
の
事
例
で
あ

る
だ
け
で
は
な
い
。
術
婆
迦
説
話
こ
そ
が
多
様
な
密
通
の
物
語
を
作
り
だ
す
力
を

秘
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
后
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
め
ぐ
る
文
学
史
を
記
述

す
る
た
め
に
は
、
術
壊
迦
説
話
の
果
た
し
た
役
割
を
見
極
め
る
こ
と
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
術
婆
迦
か
ら
派
生
し
た
説
話
・
物
語
を
探
索
し

た
結
果
を
示
し
つ
つ
、
術
境
期
が
各
種
説
話
・
物
語
を
増
殖
さ
せ
て
い
っ
た
様
相

を
記
述
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
后
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
め
ぐ
る
文
学
史

を
構
想
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
も
の
で
あ
る

3

二
、
術
婆
迦
説
話
の
源
流

延
鹿
本
の
「
天
緋
一
一
ノ
術
境
迦
ハ
后
ノ
宮
ニ
契
ヲ
ナ
シ
テ
謀
ナ
キ
夢
地
ヲ
恨
」
の

典
拠
は
吋
大
智
度
論
」
巻
十
四
で
あ
る
叶
。

加
説
園
玉
有
女
名
目
拘
牟
頭
。
有
捕
魚
師
名
述
婆
伽
。
随
道
間
行
。
遁
見
王

女
在
高
機
上
窓
中
見
面
。
想
像
染
著
心
不
断
固
捨
。
蜘
歴
日
月
不
能
飲
食
。
母

問
其
故
以
情
答
母
。
我
見
王
女
心
不
能
忘
。
母
諭
児
言
。
汝
是
小
人
。
王
女

尊
貨
不
可
得
也
。
児
言
。
我
心
願
幾
不
能
暫
忘
。
若
不
如
意
不
能
活
也
。
母

潟
子
故
入
王
宮
中
。
常
送
肥
魚
美
肉
以
遺
王
女
而
不
取
慣
。
王
女
怪
市
問
之

欲
求
何
願
。
母
臼
王
女
。
願
却
左
右
首
以
情
告
。
我
唯
有
一
子
敬
慕
王
女
情

結
成
病
。
命
不
云
述
。
願
垂
懸
念
賜
其
生
命
。
王
女
一
一
目
。
汝
去
月
十
王
日
於

某
甲
天
網
中
住
天
像
後
。
母
還
語
子
。
汝
願
巴
得
告
之
如
上
。
体
浴
新
衣
在

天
像
後
住
。
王
女
主
時
白
其
父
王
。
我
有
不
士
ロ
須
至
天
桐
以
求
士
口
福
。
王
雷

大
善
。
即
巌
車
五
百
乗
出
圭
天
桐
。
既
到
勅
諸
従
者
。
斉
門
而
止
濁
入
天

洞
。
天
神
思
惟
。
此
不
謄
爾
。
王
矯
世
主
不
可
令
此
小
人
段
辱
王
女
。
即
厭

此
人
令
睡
不
覚
。
王
女
既
入
見
其
睡
。
重
推
之
不
悟
。
即
以
理
培
直
十
高
爾

金
遺
之
而
去
。
去
後
此
人
得
畳
見
有
理
瑞
。
又
問
衆
人
知
王
女
来
。
情
願
不

遂
憂
恨
慎
悩
。
姪
火
内
護
自
焼
而
死
。
以
是
誼
故
知
。
女
人
之
心
不
揮
貴
賎

唯
欲
是
従
(
大
正
新
修
大
蔵
経
二
五
冊
二
ハ
六
頁
)
。

以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。
国
王
の
娘
で
拘
牟
顕
と
い
う
女
性
が
い
た
。
一

方
、
捕
魚
師
で
述
婆
伽
と
い
う
男
が
い
た
。
王
女
の
姿
を
見
て
そ
れ
が
心
に
焼
き

付
き
、
飲
食
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
た
。
母
が
理
由
を
問
、
っ
と
男
は
事
情

を
話
す
。
母
は
宮
中
に
入
り
、
王
女
に
魚
を
献
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

T
一
文
が

怪
し
ん
で
問
う
と
、
母
は
息
子
の
こ
と
を
話
す
。
王
女
は
来
る
十
五
日
に
天
胴
中

の
天
像
の
後
ろ
で
待
つ
よ
う
に
一
言
、
っ
。
男
は
休
浴
し
新
衣
を
着
て
待
っ
た
。
と
こ

ろ
が
天
神
は
小
人
に
王
女
を
蚊
辱
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考
え
、
男
を
眠

ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
王
女
が
訪
れ
て
も
男
は
目
覚
め
な
い
。
そ
こ
で
班
瑞
を
の
こ

し
て
去
っ
た
。
目
覚
め
た
男
は
王
女
が
来
た
こ
と
を
知
り
、
憂
恨
憐
悩
し
、
淫
火

が
内
か
ら
発
り
自
ら
焼
け
死
ん
で
し
ま
っ
た
(
「
経
律
輿
相
』
巻
一
一
一
十
四
、
濯
や
処

珠
林
」
巻
一
一
十
一
も
ほ
ぼ
問
内
容
)
。

延
鹿
本
と
の
追
い
は
、
術
婆
迦
の
恋
の
相
手
が
国
王
の
娘
で
あ
る
点
で
あ
る
。

延
鹿
本
で
は
「
貯
の
宮
」
で
あ
っ
た
。
出
ヰ
賊
な
男
と
王
女
と
の
関
係
が
、
后
と
の

内
通
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
術
婆
迦
説
話
の
源
流
は
『
大
智
度
論
」
で
あ
る
が
、

延
慶
本
は
直
接
そ
れ
に
拠
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
日
本
に
お
け
る
術

婆
迦
説
話
の
受
容
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
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三
、
先
行
研
究

本
研
究
の
過
程
で
、
術
婆
迦
に
つ
い
て
論
じ
た
或
要
な
先
行
研
究
・
関
連
論
考

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
島
内
景
二
氏
の
論
(
注
4
論
文
)
は
術
婆

迦
説
請
を
正
商
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
術
婆
迦
を
引
用
す
る
主
要
な
作

品
を
網
羅
し
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
術
婆
迦
説
話
の
存
在
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て

お
り
、
本
研
究
を
推
進
す
る
過
程
で
、
多
大
な
恩
恵
を
受
け
た
。
一
方
、
こ
の
ほ

か
に
鈴
木
元
氏
と
大
谷
節
子
氏
の
論
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
術
婆

迦
説
話
を
直
接
の
論
究
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
島
内
氏
の
論
と
合
わ
せ



見
る
こ
と
で
日
本
に
お
け
る
術
婆
迦
説
話
の
重
要
性
が
よ
り
は
っ
き
り
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
た
。
以
上
の
論
文
で
指
摘
さ
れ
た
資
料
を
あ
ら
た
め
て
一
望
し
て
み
る

こ
と
で
、
術
婆
迦
説
話
の
存
在
感
の
大
き
さ
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

(1)
島
内
景
一
一

「
術
婆
伽
説
話
に
み
る
受
容
と
創
造
」
(
桟
4
輪
文
)

后のスキャンダルをめぐる日本文学史

島
内
氏
は
、
最
初
に
『
源
氏
物
語
」
の
注
釈
書
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
源
氏
物

語
』
帯
木
巻
に
、

今
、
ゃ
う
や
、
ユ
」
必
れ
ゆ
く
際
に
、
か
れ
、
は
た
、
え
し
も
思
ひ
離
れ
ず
、
を

り
を
り
人
や
り
な
ら
ぬ
胸
こ
が
る
る
タ
も
あ
ら
む
と
お
ぼ
え
は
べ
り
。
こ
れ

な
む
、
え
た
も
つ
ま
じ
く
頼
も
し
げ
な
き
方
な
り
け
る
。
(
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
)

と
あ
る
。
雨
夜
の
品
定
め
の
簡
所
、
頭
中
将
が
常
夏
の
女
(
夕
顔
)
と
の
別
離
を

語
っ
た
場
面
で
あ
る
が
、
傍
線
部
に
つ
い
て
『
紫
明
抄
」
が
以
下
の
よ
う
に
付
注

し
て
い
る
。

む
ね
こ
か
る
、
ゅ
へ
も
あ
ら
む
と
お
ほ
え
侍
る

三
教
指
帰
云
、
寧
莫
術
婆
伽
之
焼
胸

術
婆
伽
は
魚
を
う
る
人
也
、
帝
王
の
ひ
め
宮
を
見
た
て
ま
つ
り
で
、
い
か
に

し
て
え
て
し
か
な
と
思
へ
り
、
も
っ
と
こ
ろ
の
魚
を
た
て
ま
つ
り
で
あ
た
ひ

を
と
ら
す
し
て
か
へ
ら
ん
と
す
る
に
、
皇
女
あ
た
ひ
を
す
つ
る
心
を
た
つ
ね

給
に
、
身
を
な
け
命
を
す
で
、
あ
ふ
に
か
へ
ん
と
思
ゆ
へ
に
、
あ
た
ひ
を
と

ら
す
、
と
い
ふ
、
皇
女
こ
こ
ろ
さ
し
の
切
な
る
事
を
あ
は
れ
み
て
、
こ
の
月

の
十
五
日
に
杜
に
ま
う
つ
へ
き
事
あ
り
、
そ
の
時
か
な
ら
す
あ
ひ
ま
つ
へ

し
、
と
の
給
に
、
術
婆
伽
ま
う
て
、
皇
女
を
ま
ち
た
て
ま
つ
る
に
、
当
社
の

明
神
こ
の
事
を
か
:
み
て
、
方
便
を
な
さ
く
、
わ
か
た
ん
な
の
君
を
し
て
い

や
し
き
し
っ
か
や
っ
こ
に
と
っ
か
し
め
ん
事
心
の
ま
、
な
ら
は
、
あ
に
神
非

例
を
、
つ
く
る
に
あ
ら
す
や
、
た
、
婆
伽
を
し
て
ね
ふ
ら
し
め
ん
と
お
ほ
す
、

皇
女
す
で
に
ま
う
て
給
に
、
婆
伽
社
頭
に
い
ね
た
り
、
お
こ
さ
し
む
る
に
あ

へ
て
お
と
ろ
か
す
、
皇
女
御
衣
の
酬
明
略
を
と
き
て
婆
伽
か
衣
に
か
け
て
か
へ

り
給
ぬ
、
術
婆
伽
ね
ふ
り
さ
め
て
こ
の
や
う
ら
く
を
見
る
に
、
心
の
を
く
と

こ
ろ
を
し
ら
す
、
則
む
ね
の
、
っ
ち
に
挫
慾
の
ほ
の
ほ
あ
ら
は
れ
て
、
み
つ
か

ら
こ
か
れ
て
い
の
ち
を
う
し
な
へ
り
、
世
中
に
不
相
応
の
ふ
る
ま
ひ
あ
る
物

を
、
は
か
、
な
と
い
ふ
は
こ
の
例
な
ら
ん
か
し
(
玉
上
琢
輔
編
山
本
利

達
・
石
田
穣
二
校
訂
『
紫
明
抄
河
海
抄
」
角
川
書
庖
)

最
初
に
『
三
教
指
揮
」
を
引
き
、
続
け
て
術
婆
迦
説
話
を
語
っ
て
い
る
。
「
胸
こ

が
る
る
タ
」
に
術
婆
迦
を
持
ち
出
す
の
は
唐
突
で
あ
る
が
、
『
三
教
指
帰
」
が
両

者
を
結
び
付
け
て
い
る
。
『
大
智
度
論
』
に
は
「
挫
火
内
礎
自
焼
而
死
」
と
あ
っ

た
が
、
「
胸
」
を
焼
い
た
と
は
し
て
い
な
い
。
『
一
二
教
指
帰
』
で
「
胸
を
焼
く
」
と

の
表
現
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
胸
こ
が
る
る
」
と
術
婆
迦
と
が
繋
が
っ
た
。

『
紫
明
抄
}
が
語
る
術
婆
迦
の
物
語
は
仮
名
文
へ
と
和
ら
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
姪

慾
の
炎
が
「
む
ね
の
う
ち
」
に
現
れ
た
と
し
て
お
り
、
「
胸
こ
が
る
る
」
と
対
応

し
て
い
る
。
な
お
、
術
婆
迦
が
恋
し
た
相
手
は
「
ひ
め
宮
」
と
な
っ
て
い
る
。
島

内
氏
は
、
中
世
初
期
に
は
術
婆
迦
の
話
が
流
布
し
て
い
て
、
そ
の
影
響
下
に
『
紫

明
抄
』
な
ど
が
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
作
業
に
術
婆
迦
を
導
入
、
こ
れ
に
よ
り
術

婆
迦
の
話
が
一
層
知
名
度
を
増
し
、
そ
れ
が
や
が
て
中
世
物
語
を
創
造
す
る
カ
を

持
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る

3

『
然
明
抄
」
で
引
か
れ
る
『
一
ニ
教
指
帰
」
上
の
文
は
、

恒
見
蓮
顕
牌
妾
、
己
過
登
徒
子
之
好
色
、
況
於
治
容
好
婦
、
寧
莫
術
婆
伽
之

焼
胸
L

(

慌
に
蓬
頭
の
蝿
妾
を
見
て
は
巳
に
登
徒
子
が
好
色
に
過
ぎ
た
り
、

況
や
治
容
の
好
婦
に
於
て
を
や
、
寧
ろ
術
婆
伽
が
胸
を
焼
く
こ
と
莫
か
ら
む

や
)
(
岩
波
古
典
文
学
大
系
)

と
い
う
も
の
で
、
島
内
氏
が
術
婆
迦
を
我
国
古
典
文
学
に
導
入
し
た
大
き
な
源
泉

の
一
つ
と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
『
三
教
指
帰
」
に
つ
い
て
は
、
中
山
法
華

A
E
 



経
寺
蔵
本
『
一
ニ
教
指
帰
注
」
も
島
内
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

術
婆
伽
焼
胸
云
、
大
唐
ニ
有
シ
下
良
女
ノ
子
也
、
江
河
ニ
魚
ヲ
ツ
ン
テ
食

ト
セ
シ
者
也
、
ツ
リ
シ
テ
返
シ
時
ニ
道
ニ
長
者
門
ヲ
ス
キ
ル
ニ
高
楼
帳
ヲ
風

吹
上
ケ
タ
ル
ヨ
リ
此
ヲ
見
ミ
テ
恋
ヒ
ノ
病
ニ
成
テ
物
不
食
-
、
母
ア
ヤ
シ
ン

テ
此
事
ヲ
問
ニ
不
答
、
再
三
間
レ
テ
答
テ
去
ク
「
美
君
ヲ
見
ヨ
リ
恋
病
ヲ

付
タ
ル
也
」
、
ほ
ノ
云
ク
、
「
安
ス
今
ホ
ト
ノ
事
也
」
ト
テ
術
婆
伽
ニ
魚
ヲ
ツ

ラ
セ
テ
ヒ
メ
君
ノ
モ
ト
ヘ
数
十
度
以
参
ル
、
ヒ
メ
君
奇
シ
ン
テ
問
テ
云
ク

「
何
事
所
望
ノ
有
ル
ソ
」
ト
問
フ
、
母
事
由
来
ヲ
答
テ
申
ス
、
ヒ
メ
君
答
テ

去
「
ヤ
ス
キ
ホ
ト
ノ
事
也
、
ア
ス
ヘ
シ
」
ト
テ
「
恨
是
ニ
天
神
マ
シ
マ
シ
ス
、

ソ
レ
ニ
テ
ア
フ
ヘ
シ
」
ト
テ
日
定
メ
テ
約
束
シ
テ
ヒ
メ
君
父
長
者
ニ
「
モ
ノ

マ
ウ
テ
シ
候
ム
」
ト
テ
出
立
テ
通
夜
ニ
参
ル
、
時
ニ
術
婆
伽
之
参
相
テ
ヤ
シ

ロ
ノ
カ
タ
ハ
ラ
ニ
ネ
イ
リ
タ
リ
、
ヒ
メ
君
ミ
行
イ
テ
ヲ
ト
ロ
カ
セ
ト
ヲ
ト
ロ

カ
ス
、
依
テ
ヒ
メ
君
玉
カ
ツ
ラ
ヲ
ヌ
キ
テ
重
ニ
打
懸
テ
返
了
ヌ
、
時
ニ
章
一
ヲ

ト
ロ
キ
テ
揺
欲
炎
胸
ヨ
リ
出
テ
焼
死
了
、
故
焼
胸
云
也
(
築
島
裕
・
小
林

芳
規
編
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
」
武
蔵
野
書
院
)

島
内
氏
も
言
、
っ
と
お
り
『
紫
明
抄
』
と
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
傍
線
箇

所
で
あ
る
が
、
風
が
帳
を
吹
き
上
げ
た
瞬
間
に
女
を
見
る
こ
と
は
物
語
や
説
話
に

お
け
る
恋
の
発
端
の
語
り
方
の
一
類
塑
で
あ
る

3
恋
を
打
ち
明
け
る
術
婆
迦
に

対
し
「
安
き
ほ
ど
の
事
也
」
と
答
え
る
母
親
像
は
悩
む
男
と
対
照
的
で
あ
る

が
T
姫
君
の
答
え
に
「
や
す
き
ほ
ど
の
事
也
」
と
の
台
詞
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
表
現
は
口
語
り
(
を
装
っ
た
語
り

口
)
の
痕
跡
を
感
じ
さ
る
。
『
三
教
指
帰
」
を
講
釈
す
る
場
と
関
係
す
る
可
能
性

も
あ
ろ
う
。
注
釈
の
場
に
術
婆
迦
の
説
話
が
流
入
し
、
和
文
化
し
て
語
ら
れ
て
い

る
状
況
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

島
内
氏
が
次
に
目
を
向
け
て
い
る
の
が
説
話
集
で
あ
る
。
『
宝
物
集
』
巻
五
に

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

盾
、
網
人
に
あ
は
ん
と
し
給
ふ
事
は
、
実
信
一
に
網
人
あ
り
。
名
を
術
婆
迦
と

い
ふ
。
魚
を
も
て
王
宮
に
い
た
る
に
、
お
も
は
ざ
る
に
后
を
み
た
て
ま
つ

る
。
術
婆
湖
、
貯
を
見
た
て
ま
つ
り
で
後
、
煩
悩
の
お
も
ひ
さ
む
る
時
な

く
、
な
げ
き
か
な
し
み
て
、
病
の
床
を
お
き
ず
。
術
婆
迦
が
母
、
こ
の
事
を

あ
や
し
み
て
、
ゆ
へ
を
と
ふ
に
、
術
婆
迦
か
く
す
と
す
れ
ど
も
、
つ
ゐ
に
母

に
か
た
る
。
子
の
病
を
な
げ
き
て
、
王
宮
に
ま
う
で
て
、
后
の
か
た
に
た
、

ず
む
。
后
あ
や
し
み
て
、
ゆ
へ
を
と
ひ
給
ふ
。
網
人
が
母
、
こ
と
の
あ
り
さ

ま
を
申
。
后
、
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
て
、
五
百
両
の
車
を
か
ざ
り
て
、
社
殿
に

ま
い
り
で
、
網
人
に
あ
は
ん
と
ち
ぎ
り
給
ふ
事
な
り
。
大
論
に
、
「
女
は
貴

賎
を
き
ら
は
ず
、
但
欲
是
に
し
た
が
ふ
」
と
申
た
る
も
こ
と
は
り
に
こ
そ
侍

る
め
れ
。
(
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
)

「
女
人
は
、
心
う
く
う
た
て
き
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
言
う
た
め
の
説
話
に

な
っ
て
い
て
、
『
大
智
度
論
」
が
「
女
人
之
心
不
揮
貴
賎
唯
欲
是
従
」
の
例
証
と

し
て
術
婆
迦
を
挙
げ
た
態
度
を
継
承
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
術
婆
泊
の
相
手
が
「
后
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
宝
物
集
」
は
女
人
の
あ
さ
ま
し
さ
を
言
、
つ
た
め
に
他
に
も
多
く
の

事
例
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
式
は
説
話
集
や
軍
記
物
語
に
し
ば
し

ば
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
島
内
氏
は
『
三
国
伝
記
』
巻
六
第
一
一
十
七
「
志
賀
寺
型

人
恋
路
事
」
と
『
太
平
記
』
巻
十
一
「
越
中
宇
議
自
害
事
付
怨
益
事
」
を
指
摘
し

て
い
る
。
本
文
引
用
は
省
略
す
る
が
、
ヲ
一
閏
伝
記
』
は
志
賀
寺
聖
人
の
恋
に
付

随
し
て
術
婆
迦
と
則
天
皇
后
を
挙
げ
て
い
る
。
『
太
平
記
」
で
も
同
様
に
、
恋
ゆ

え
あ
さ
ま
し
き
姿
に
な
っ
た
例
と
し
て
術
婆
迦
を
想
起
し
て
い
る
。
『
宝
物
集
」

吉
一
一
回
伝
記
』
円
太
平
記
」
か
ら
は
、
あ
さ
ま
し
き
恋
の
先
例
(
恋
の
た
め
し
)
を

列
挙
す
る
営
み
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
中
で
天
竺
の
事
例
と
し
て
術
境
迦

が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
源
氏
物
語
」
の
注
釈
世
界
や
説
話
集
を
踏
ま
え
た
上
で
島
内
氏
が
も
っ
と
も

豊
富
な
事
例
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
窒
町
時
代
物
語
で
あ
る
。
赤
木
文
庫
蔵
「
浄

瑠
璃
物
語
」
や
北
大
図
書
館
蔵
『
浄
瑠
璃
十
二
段
草
子
』
に
、
術
婆
迦
の
名
が
登

-30-
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場
す
る
。
島
内
氏
が
指
摘
す
る
よ
、
つ
に
「
じ
ゅ
つ
ま
」
な
ど
本
来
の
名
前
か
ら
の

議
離
や
、
志
賀
寺
上
人
の
話
な
ど
と
の
混
乱
が
見
え
る
が
、
説
話
世
界
に
お
け
る

の
と
同
様
、
恋
の
先
例
と
し
て
引
か
れ
た
事
例
と
き
甲
え
よ
う
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
ば
か
り
で
な
い
こ
と
も
島
内
氏
が
述
べ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
『
俵
藤
太
物
語
』
は
恋
の
先
例
を
列
挙
し
た
部
分
に
術
婆
迦
を
挙
げ
る
が
、

実
は
『
俵
藤
太
物
語
」
の
物
語
自
体
が
術
婆
迦
の
話
に
よ
く
似
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
藤
太
は
あ
る
時
簾
中
の
美
女
を
見
初
め
、
恋
に
陥
る
。
恋
の
病
の
床
に
臥
す

藤
太
を
「
し
ぐ
れ
」
と
い
う
女
房
が
訪
れ
、
恋
の
仲
介
を
す
る
こ
と
を
約
束
す
る

が
、
こ
の
話
自
体
が
術
婆
迦
説
話
の
本
来
の
形
態
の
換
骨
奪
胎
(
し
ぐ
れ
が
術
婆

迦
の
母
の
役
割
)
で
あ
っ
た
。
島
内
氏
は
、
こ
の
物
語
の
中
に
術
婆
迦
の
故
事
が

引
用
さ
れ
る
の
は
必
然
で
、
俵
藤
太
を
め
ぐ
る
物
語
が
術
婆
迦
説
話
を
基
に
し
て

創
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
痕
跡
だ
と
み
な
し
て
い
る

3

ま
た
別
の
興
味
深
い
事
例
と
し
て
、
「
神
代
小
町
巻
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

夢
に
あ
ふ
べ
き
た
よ
り
も
な
く
、
お
も
ひ
の
け
ぶ
り
と
く
ぶ
る
ほ
ど
に
、
む

ね
く
る
し
ゃ
と
か
な
し
み
け
る
が
、
恋
に
は
人
の
し
な
ぬ
か
は
、
百
夜
を
ま

た
で
し
に
、
け
り
。
天
竺
の
じ
ゅ
つ
ば
か
ず
お
も
ひ
の
ほ
の
ほ
に
身
を
こ
が

し
け
ん
た
め
し
も
、
か
く
や
と
覚
え
て
あ
は
れ
な
り
。
(
未
刊
御
伽
草
子
集

と
研
究
(
四
)
)

こ
の
物
語
に
は
小
野
小
町
を
恋
し
た
深
草
の
少
将
の
故
事
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ

は
、
「
思
ひ
き
や
し
ぢ
の
は
し
が
き
か
き
つ
め
て
百
夜
も
お
な
じ
ま
ろ
ね
せ
ん
と

は
」
と
い
う
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
語
ら
れ
る
百
夜
通
い
の
話
で
あ
っ
た
。
そ
の
話
に

関
連
し
て
術
婆
迦
が
想
起
さ
れ
て
い
る
。
「
け
ぶ
り
」
と
「
ほ
の
ほ
」
が
連
想
関

係
で
繋
が
っ
て
い
る
。
島
内
氏
は
、
こ
こ
に
歌
学
書
系
統
の
注
釈
書
の
影
響
を
見

た
。
指
摘
さ
れ
た
の
は
「
和
歌
童
蒙
抄
』
第
四
、
恋
で
あ
る
。

恋
々
て
人
に
こ
と
ご
と
恋
し
な
ば
も
え
ん
け
ぶ
り
は
恋
の
か
や
せ
ん

六
帖
に
有
。
恋
に
も
え
ん
煙
と
は
回
閣
凶
に
、
む
か
し
天
笠
に
術
壊
迦
と

い
ふ
童
子
あ
り
。
其
母
と
し
比
に
后
に
つ
か
へ
ま
つ
り
に
け
り
。
此
わ
ら
は

お
も
は
ず
に
后
を
見
奉
り
け
る
よ
り
、
い
か
で
か
と
お
も
ふ
心
っ
き
て
、
人

し
れ
ず
い
も
ね
ず
や
せ
ゆ
き
け
り
。
母
あ
や
し
み
で
と
へ
ど
、
い
は
、
ず
し
て

物
思
へ
る
け
し
き
あ
ら
は
也
。
母
の
云
、
何
に
よ
り
て
か
我
に
か
く
す
べ
き

と
せ
め
け
れ
ば
、
有
の
ま
、
に
答
へ
け
り
。
母
思
ひ
く
ら
し
て
い
は
く
、
江

の
ほ
と
り
に
行
て
い
を
、
釣
て
傍
目
に
き
た
れ
。
我
取
次
て
后
に
た
て
ま
つ

ら
ん
と
を
し
ふ
。
是
に
よ
り
て
日
ご
と
に
鯉
を
釣
て
来
た
れ
ば
、
し
た
が
ひ

て
母
是
を
后
に
奉
る
事
三
年
に
な
り
ぬ
。
后
心
ざ
し
の
深
き
事
を
あ
は
れ
ぴ

て
、
能
隙
に
と
ひ
た
ま
ふ
。
い
か
な
る
事
を
恩
ひ
て
す
る
わ
ざ
ぞ
と
。
母
恐

れ
な
が
ら
、
此
わ
ら
は
の
思
へ
る
事
を
も
ら
し
申
。
天
笠
一
の
な
ら
ひ
、
心
に

思
ひ
詞
に
い
ひ
つ
る
事
を
た
が
へ
ぎ
り
け
れ
ば
、
逢
ベ
き
よ
し
そ
契
り
給
ひ

っ
。
后
便
を
え
ん
こ
と
か
た
け
れ
ば
、
は
か
り
ご
と
を
な
し
て
の
た
ま
は

く
、
術
婆
迦
先
自
在
天
神
に
ま
ゐ
り
宝
殿
の
内
に
か
く
れ
を
れ
。
参
ず
り
て
逢

ん
と
契
り
て
御
幸
し
て
自
在
天
神
の
宝
殿
に
御
こ
し
を
よ
せ
て
、
一
夜
す
ご

さ
し
め
給
ふ
。
人
静
ま
り
夜
ふ
け
て
后
術
婆
湘
一
を
る
処
に
行
給
へ
る
に
ね
い

り
で
し
ら
ず
。
其
し
る
し
に
玉
の
か
ん
ざ
し
一
す
ぢ
を
置
て
、
こ
し
の
も
と

へ
帰
り
給
ひ
ぬ
。
ま
た
行
給
へ
る
に
驚
か
ず
。
其
し
る
し
に
又
か
ん
ざ
し
一

筋
を
置
て
帰
り
給
ひ
ぬ
。
愛
に
母
術
婆
迦
に
問
に
、
ね
い
り
て
覚
え
ず
。
唯

此
玉
の
か
ん
ざ
し
ば
か
り
有
と
と
た
ふ
。
母
今
は
ち
か
ら
及
べ
か
ら
ず
と
い

ふ
を
間
て
、
術
婆
迦
が
胸
よ
り
火
出
来
て
、
も
え
て
煙
に
成
て
失
ぬ
と

云
々
。
彼
鯉
を
つ
り
で
事
を
通
ぜ
し
よ
り
こ
ひ
と
は
云
也
。
も
ろ
も
ろ
の
恋

の
お
こ
り
、
こ
の
術
婆
迦
よ
り
は
じ
ま
れ
り
。
(
日
本
歌
学
大
系
別
巻
一
)

『
古
今
和
歌
六
帖
」
の
「
恋
々
で
」
の
和
歌
に
関
す
る
注
釈
の
中
に
術
、
婆
姻
の
話

が
引
か
れ
る
。
そ
の
出
品
開
と
さ
れ
る
「
白
蓮
式
」
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る

が
勺
、
こ
こ
で
す
で
に
術
婆
迦
の
恋
の
相
手
が
「
后
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
恋
」
と
「
鯉
」
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
後

述
す
る
神
道
・
陰
陽
道
世
界
と
の
繋
が
り
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
島
内
氏
は

『
古
今
和
歌
集
槌
頂
口
伝
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
一
、
あ
か
つ
き
の
し
ぢ
の
は
し



が
き
も
注
夜
が
き
の
司
事
、
伝
云
、
兆
段
と
い
ふ
文
に
」
と
し
て
、
術
婆
迦
の
物

語
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
天
竺
戒
日
大
王
の
后
」
を
術
婆
迦
が
一
目
見
て
「
恋
の

病
」
と
な
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
大
王
は
「
情
は
人
の
た
め
な
ら
ず
。
な
に
か
く
る

し
き
。
一
夜
あ
ひ
給
へ
」
と
后
に
逸
漸
を
勧
め
る
。
后
は
「
春
喜
楼
殿
」
に
出
向

い
て
大
象
の
専
の
楊
を
お
き
、
術
協
世
迦
に
百
夜
の
殿
居
を
命
じ
る
。
術
婆
迦
は
百

夜
通
う
が
百
日
目
に
は
に
疲
れ
で
限
り
込
ん
で
し
ま
う
。
行
啓
し
た
后
は
術
婆
迦

を
起
こ
す
が
目
を
覚
ま
さ
な
い
の
で
書
き
付
け
を
残
し
て
還
る
。
な
げ
き
悲
し
ん

だ
術
婆
迦
は
、
「
む
ね
よ
り
お
も
ひ
の
火
の
出
て
其
身
を
や
く
の
み
な
ら
ず
、
春

喜
殿
よ
り
は
じ
め
て
、
宣
喜
殿
・
陽
明
殿
・
小
陽
殿
・
後
困
殿
等
の
一
百
三
十
六

の
台
々
を
み
な
み
な
焼
け
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
(
片
桐
洋
一
編
『
中
世
古
今
集

注
釈
世
解
題
五
」
)
。

術
婆
迦
の
炎
が
宮
殿
を
焼
い
た
と
い
う
記
述
も
後
述
す
る
神
道
・
陰
陽
道
世

界
と
交
渉
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
島
内
氏
は
『
古
今
和
歌
集
糧
頂
口
伝
」
に
つ
い

て
、
注
釈
(
実
事
の
詮
索
)
が
創
作
(
虚
構
の
生
産
)
と
結
び
つ
い
た
好
例
だ
と

し
た
。
術
婆
迦
の
故
事
を
骨
格
に
し
て
細
部
を
和
歌
説
話
で
装
飾
し
た
も
の
で
、

仏
典
の
説
話
が
和
歌
文
学
と
融
合
す
る
場
と
し
て
中
世
歌
学
書
世
界
が
あ
っ
た
と

し
た
。
そ
れ
は
学
問
で
あ
る
と
同
時
に
文
学
創
作
の
場
で
あ
り
、
『
古
今
和
歌
集

濯
頂
口
伝
」
が
あ
っ
て
こ
そ
『
神
代
小
町
巻
」
が
出
現
し
た
と
一
軍
つ
の
で
あ
る
。

術
婆
迦
説
話
が
歌
学
世
界
で
独
自
の
展
開
を
遂
げ
、
新
た
な
物
語
を
生
み
出
す
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
は
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

V

島
内
氏
の
論
で
は
、
術
婆
迦
説
話
が
注
釈
世
界
(
源
氏
・
一
一
一
教
指
帰
・
歌
学
)

に
受
容
さ
れ
変
容
を
遂
げ
つ
つ
、
新
た
な
室
町
物
語
を
生
み
出
し
て
い
く
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
術
婆
迦
説
話
の
影
響
力
は
予
想
以
上
に
大

き
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

V

(2)
鈴
木
元
「
和
歌
と
連
歌
|
火
伏
の
口
伝
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
文

学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
ニ

G
O
O
-
因。

鈴
木
氏
の
論
に
よ
り
、
術
婆
迦
諦
(
に
近
似
す
る
話
)
が
神
道
、
陰
陽
道
(
嫌

時
記
)
、
和
歌
、
庭
訓
往
来
注
な
ど
、
多
様
な
学
問
の
場
(
知
を
形
成
す
る
場
)

で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
以
下
、
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
資
料

を
列
挙
す
る
。
最
初
は
東
洋
文
庫
蔵
『
庭
訓
之
抄
」
で
あ
る
。

隠
岐
飽
周
防
鮪
近
江
鮒
淀
鯉

昔
中
天
竺
有
賊
、
云
述
馬
迦
即
魚
売
也
、
彼
其
時
行
王
宮
、
内
裏
参
魚
売
、

此
時
商
人
奉
見
后
、
沈
恋
命
絶
、
時
彼
母
参
内
裏
、
魚
奉
后
及
度
々
、
彼
国

法
欲
契
人
、
先
見
徳
后
契
也
、
此
故
后
怪
給
、
彼
母
問
子
細
給
、
母
在
侭
泰

語
、
后
仰
糸
安
事
也
、
車
百
夜
可
通
宜
、
述
馬
迦
聞
此
由
、
事
元
限
、
然
問
、

夜
通
志
深
、
百
夜
満
時
、
后
内
出
給
、
雑
然
商
人
深
沈
服
、
不
知
出
御
、
府

御
感
目
覚
崎
小
覚
、
然
彼
験
、
単
十
一
一
一
彼
胸
置
給
、
其
後
驚
此
験
春
見
、

余
沈
恋
成
燃
焼
時
、
彼
側
修
護
摩
有
貴
僧
、
以
酒
水
消
之
、
此
恋
煙
焼
上
、

焼
内
裏
、
然
処
述
馬
迦
醤
目
、
我
必
成
火
、
燃
苦
患
悲
事
元
倫
方
、
然
問
、

止
燃
火
、
醤
成
火
守
護
神
、
故
契
事
七
月
晦
日
夜
也
、
次
日
臓
成
火
岡
市
、
難

然
調
伏
一
切
悪
事
火
誓
願
給
、
-
賓
字
水
種
也
、
水
云
者
鯉
鱗
也
、
此
字
鱗

能
持
水
鱗
也
、
去
鯉
上
竜
門
時
、
百
日
干
之
不
干
鱗
也
、
後
准
鯉
申
也
、

在
字
水
則
鯉
鱗
習
也
、
始
但
魚
云
也
(
東
洋
文
庫
蔵
一
ー
ー
c
|位
)

こ
れ
は
本
来
「
淀
鯉
」
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
が
、
突
然
「
述
馬
迦
」
の
百
夜

通
い
説
話
に
な
る
。
述
馬
迦
の
恋
の
想
い
が
炎
と
な
っ
て
燃
え
上
が
り
、
そ
の
炎

を
貴
僧
に
よ
っ
て
鎮
め
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
述
馬
迦
は
「
一
切
悪
事
火
」

を
調
伏
す
る
「
守
護
神
」
と
な
り
、
そ
の
際
、
水
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
が
〔
パ

ン
〕
字
で
あ
り
「
鯉
鱗
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
但
し
、
後
半
部
分
「
故
契
事
七
月

晦
日
夜
也
」
と
い
う
記
述
は
い
か
に
も
唐
突
で
あ
り
、
あ
る
特
殊
な
文
脈
か
ら
抜

き
出
し
た
故
の
不
整
合
で
は
な
い
か
と
鈴
木
氏
は
考
え
た
。
そ
し
て
、
述
馬
迦
が

「
鯉
鱗
」
へ
と
繋
が
る
め
ず
ら
し
い
例
と
し
て
神
宮
文
庫
蔵
『
神
道
関
白
流
雑
部
』
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を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
記
火
伏
大
事
/
伊
勢
太
神
宮
之
重
宝
之
/
八
月
火
伏
縁
起
相
伝
事

背
中
天
竺
有
賎
者
、
名
日
述
馬
加
、
則
魚
売
也
、
彼
魚
売
其
時
王
富
行
参
内

裏
魚
売
、
此
時
彼
商
人
奉
見
后
、
沈
恋
命
終
時
、
彼
者
母
参
内
裏
、
魚
奉
治

及
度
々
、
彼
国
法
欲
契
人
時
、
先
見
徳
後
成
契
也
、
此
時
治
怪
彼
商
人
母
事

子
細
問
玉
ヘ
リ
、
母
任
有
泰
語
此
由
、
盾
言
糸
安
事
也
、
車
繍
百
夜
可
通
言

ヘ
リ
、
述
馬
加
聞
此
由
悦
無
限
、
然
程
夜
通
士
山
深
、
百
夜
満
時
后
行
合
給
ヘ

リ
、
難
然
彼
売
人
深
沈
眠
不
知
御
行
、
后
態
覚
給
共
終
不
知
、
然
後
験
翠
二

八
刀
一
胸
置
帰
給
、
其
後
驚
此
験
奉
見
、
余
沈
恋
成
焦
燃
時
、
側
修
護
摩
僧
一

人
有
之
、
以
瀧
水
消
之
、
此
恋
煙
燃
登
為
焼
内
裏
、
然
処
述
馬
加
醤
願
日
、

我
心
成
火
燃
時
苦
患
悲
無
職
方
、
然
間
留
燃
心
火
醤
成
火
守
護
神
、
故
契
欲

夜
七
月
晦
日
夜
也
、
次
目
臓
成
火
、
難
然
、
心
翻
調
伏
…
切
悪
事
火
誓
願
、

在
字
書
事
、
此
字
水
種
子
也
、
水
者
鯉
ヒ
レ
ヱ
略
者
ヒ
レ
、
或
杉
指
ヒ
レ

ト
去
ヒ
レ
有
、
此
ヒ
レ
能
持
水
ヒ
レ
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
鯉
登
滝
門
滝
時
、
百
日

干
之
、
更
不
干
ヒ
レ
也
、
故
水
則
其
時
鯉
ヒ
レ
ト
習
也
、
鯉
本
以
人
魚
名

之
、
然
ト
モ
彼
時
ヨ
リ
恋
ニ
ナ
ソ
ラ
ヘ
テ
鯉
ト
申
也
(
神
宮
文
庫
蔵
一
1
1
1

1
0
6
8
8
)
 

「
火
伏
」
に
つ
い
て
の
口
伝
の
中
に
あ
る
記
述
で
、
「
・
夜
八
月
一
日
天
中
節
赤
口

白
舌
闘
節
減
」
の
文
句
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
『
庭
訓
之
抄
」
で
「
故

契
事
七
月
晦
日
夜
也
」
と
あ
っ
た
麿
突
き
は
こ
の
術
嬰
遡
謂
が
八
月
一
日
の
天
中

節
に
ま
つ
わ
る
秘
伝
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
し
た
。
鈴
木

氏
は
続
け
て
、
天
中
節
に
関
す
る
説
を
記
載
す
る
と
し
て
吋
世
帯
問
答
」
お
よ
び
、

そ
の
も
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
拾
芥
抄
』
巻
上
歳
時
部
を
挙
げ
て
い
る
。
「
拾

芥
抄
」
を
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

消
除
失
火
盗
賊
疾
病
口
舌
災
難
方
七
月
晦
日
取
生
気
方
木
焼
墨

八
月
一
日
日
出
以
前
書
八
月
一
日
天
中
節
赤
口
白
舌
随
節
減
押
門
除
措
一
占

昔
大
国
后
於
天
中
楼
有
契
事
、
其
人
依
不
遂
素
懐
、
忽
成
火
神
、
焼
天
中
楼

之
時
、
后
呪
云
、
八
月
一
日
天
中
節
赤
口
白
舌
随
節
減
云
々
。
護
軍

Z
7
(大

東
急
記
念
文
庫
普
本
殻
刊
中
古
中
世
篇
『
類
書
E
」)

鈴
木
氏
は
「
陰
陽
秘
方
」
と
い
う
記
載
か
ら
し
で
、
陰
陽
道
書
の
背
景
が
あ
る
可

能
性
を
考
え
た
。
『
神
道
関
白
流
雑
部
』
な
ど
は
、
陰
陽
道
と
密
教
、
修
験
道
、

神
躍
が
相
互
に
融
合
し
あ
う
複
雑
な
状
況
の
中
、
「
車
繍
百
夜
可
通
」
と
あ
る
通

り
、
和
歌
世
界
か
ら
の
影
響
も
受
け
つ
つ
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鈴
木
氏

に
よ
り
、
神
道
・
陰
陽
道
と
和
歌
(
歌
学
)
、
庭
訓
往
来
を
巡
る
注
釈
、
講
釈
の

場
が
重
な
り
合
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

(3)
大
谷
節
子
「
恋
の
奴
の
系
譜
|
説
話
と
能
1
」
『
世
阿
弥
の
中
世
」

岩
波
書
居
、
ニ

O
O七
(
初
出
は
一
一

0
0
0
)

鈴
木
氏
の
論
も
参
照
し
つ
つ
、
謡
曲
「
恋
重
荷
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
「
恋

重
荷
」
は
原
曲
「
綾
の
太
鼓
」
以
来
、
〈
賎
者
の
身
分
違
い
の
恋
〉
を
曲
の
骨
格

と
す
る
が
、
そ
の
構
想
の
原
拠
、
主
題
を
提
供
す
る
説
話
群
の
一
つ
が
「
古
今
和

歌
集
湛
頂
口
伝
」
な
ど
に
語
ら
れ
る
術
婆
迦
の
恋
の
物
語
で
あ
る
こ
と
が
鮮
や
か

に
示
さ
れ
た
。
「
恋
重
荷
」
の
後
シ
テ
が
葉
守
の
神
に
な
っ
て
后
の
守
護
神
と
な

る
結
末
と
、
術
婆
迦
が
火
の
守
護
神
と
な
っ
た
こ
と
と
が
符
号
す
る
こ
と
も
示
さ

れ
て
い
る
。
「
「
葉
守
の
神
」
へ
と
転
生
し
た
賎
者
、
山
科
の
承
仕
の
物
語
は
、
術

婆
伽
謂
に
重
ね
て
柏
木
の
物
語
を
下
敷
き
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
恋
の
奴
」

の
物
語
と
し
て
の
全
貌
を
、
重
く
、
悲
し
く
現
し
て
く
る
」
の
で
あ
る
。
大
谷
氏

に
よ
っ
て
、
術
婆
迦
説
話
に
重
ね
ら
れ
た
柏
木
物
語
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
能
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
術
婆
迦
説
話
は
、
能
を
も
生
み
出
す
力
を

持
っ
て
い
た
。
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四
、
新
た
に
見
出
だ
し
た
も
の

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に
見
出
し
た
資
料
を
三
点
挙
げ
る
。

一
点
目
は

『恋皿機



物
組
問
』
で
、
物
語
の
序
文
で
、
術
婆
迦
を
含
む
恋
の
事
例
を
列
挙
し
て
い
る
。

す
へ
て
女
人
は
と
ん
あ
ひ
の
ま
う
ね
ん
た
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
、
一
ね
ん
五
百

し
ゃ
う
け
ん
ね
ん
む
り
や
、
つ
こ
う
と
と
く
。
な
ん
し
は
女
人
の
た
め
に
し

て
、
と
く
た
う
を
さ
ま
た
け
、
に
よ
に
ん
は
な
ん
し
の
ゑ
ん
に
し
て
、
し
ゃ

う
し
を
と
こ
」
ふ
る
と
か
や
。
し
か
れ
は
、
て
ん
ち
く
の
し
ゆ
っ
は
か
は
、

き
さ
き
を
こ
ひ
て
ほ
む
ら
と
な
り
、
わ
か
で
う
の
き
そ
う
し
ゃ
う
、
恋
ゆ
ゑ

あ
を
き
お
に
と
な
る
。
た
い
と
う
の
一
き
ゃ
う
あ
し
や
り
は
、
ゃ
う
き
ひ
に

な
を
た
っ
て
、
く
わ
う
こ
く
へ
な
か
さ
れ
け
り
。
ほ
ん
て
う
の
し
か
て
ら
の

上
人
は
、
京
こ
く
の
み
や
す
と
こ
ろ
を
わ
り
な
く
恋
た
て
ま
つ
り
で
こ
そ
、

御
て
は
か
り
を
た
ま
は
り
・
:
(
恋
田
知
子
「
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
紹

介
(
一
二
『
〔
恋
塚
物
語
〕
』
翻
刻
・
略
解
題
」
『
三
田
国
文
』

四
六
、
ニ
O
O
七
)

術
境
迦
以
外
で
は
、
紺
青
鬼
・
一
行
阿
閤
梨
・
志
賀
寺
上
人
の
例
が
挙
が
っ
て
い

る
。
『
恋
塚
物
語
」
は
遠
藤
盛
遠
の
恋
を
描
い
た
物
語
で
、
延
慶
本
な
ど
『
平
家

物
証
巴
の
読
み
本
系
諸
本
に
収
録
さ
れ
る
文
覚
(
遠
藤
盛
逮
)
の
発
心
語
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。
『
平
家
物
語
』
諸
本
、
『
恋
塚
物
語
』
諸
本
に
よ
っ
て
物
語
の

展
開
や
細
部
に
異
同
が
あ
る
が
、
盛
遠
の
恋
の
物
語
が
生
成
、
展
開
し
て
い
く
あ

る
段
階
で
、
術
婆
迦
の
物
語
と
接
触
し
て
い
る
こ
と
を
陽
明
文
庫
蔵
『
恋
塚
物
証
巴

は
示
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
盛
速
の
恋
の
物
語
は
、
術
婆
迦
と
出
会
う
こ
と
で

誕
生
(
も
し
く
は
成
長
)
し
た
一
面
を
持
つ
と
考
え
る
官
。

二
点
目
は
『
和
漢
朗
詠
集
和
談
抄
』
(
恋
の
部
)
で
、
術
婆
迦
説
話
が
、
か
ぐ

や
姫
伝
承
・
生
田
川
伝
承
に
続
け
る
形
で
簡
略
に
付
さ
れ
て
い
る
。

我
恋
は
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
は
で
も
な
し
あ
ふ
を
か
き
り
と
お
も
ふ
は
か
り

そ此
、
拐
恒
作
、
古
今
寄
也
。
向
後
モ
不
レ
知
ハ
テ
モ
ナ
シ
ト
ハ
、
ウ
ハ
ノ
空

ニ
ア
ク
カ
レ
タ
ル
心
也
。
恋
路
ノ
行
末
モ
知
ヌ
タ
メ
シ
ニ
ハ
・
:
(
以
下
、
竹

取
翁
の
異
聞
)
高
山
ヲ
尋
ル
ニ
、
富
士
山
也
ト
思
ヒ
、
像
見
ノ
鏡
ヲ
胸
ニ

当
テ
、
彼
昨
ニ
上
リ
給
タ
レ
ト
モ
、
恋
シ
キ
人
モ
中
空
ノ
、
尽
ヌ
駄
キ
ノ
イ

ヤ
マ
シ
テ
、
恨
千
種
ノ
恩
草
、
葉
末
ノ
露
ノ
御
命
モ
、
既
ニ
消
ン
ト
シ
玉
ケ

リ
。
セ
メ
テ
思
ノ
天
原
、
ソ
ナ
タ
ト
計
リ
ウ
チ
ナ
カ
メ
、
泣
シ
ツ
ミ
玉
ヒ
ケ

ル
ニ
、
御
胸
ノ
炎
、
形
見
ノ
鏡
ニ
撞
付
テ
、
俄
ニ
天
ニ
沸
キ
上
ル
0

・
:
(
続

い
て
生
田
川
(
求
塚
)
伝
承
)
:
・
彼
ノ
天
緋
一
ア
述
婆
伽
ハ
、
后
ヲ
恋
テ
、
ホ

ム
ラ
ト
ナ
リ
、
我
朝
ノ
上
人
モ
、
其
下
モ
エ
ヲ
志
賀
寺
ヤ
、
ヲ
モ
キ
カ
衣
ノ

サ
ヨ
衣
、
ア
ヲ
キ
鬼
ト
ソ
成
ニ
ケ
ル
。
合
ヲ
限
ノ
恨
ハ
、
皆
衷
ナ
ル
理
リ

也
。
(
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
第
三
巻
)

島
内
氏
は
東
北
大
学
図
書
館
蔵
『
古
今
秘
決
』
に
あ
る
『
竹
取
物
琶
の
異
伝
に

術
婆
迦
説
話
が
関
与
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
か
ぐ
や
姫
伝
承
と
術
婆

迦
説
話
と
は
和
一
漢
朗
詠
集
の
注
釈
世
界
で
た
し
か
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
術
婆
迦

物
語
と
そ
こ
か
ら
連
想
さ
れ
る
恋
の
物
語
・
説
話
と
は
、
相
互
に
影
響
、
作
用
し

合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
物
語
へ
と
変
容
し
て
い
く
動
き
の
中
に
位
置
づ
け

て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
一
点
目
は
藤
原
孝
純
(
一
一
五
人
j

一
-
一
一
三
ニ
)
撰
の
『
明
文
抄
」
で
、
吋
拾

芥
抄
』
の
依
拠
資
料
の
一
つ
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

V
鈴
木
氏
が
指
摘
し
た

『
拾
芥
抄
』
の
天
中
節
の
由
来
を
示
す
伝
承
は
歳
時
部
に
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は

「
後
漢
書
」
「
初
学
記
」
「
十
節
記
」
「
荊
楚
歳
時
記
」
な
ど
多
数
の
文
献
を
引
い
て
、

年
聞
を
通
し
て
現
れ
る
節
目
な
ど
を
解
説
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
『
明
文

抄
』
天
象
部
に
挙
げ
ら
れ
た
解
説
と
重
な
り
、
引
用
文
献
も
『
明
文
抄
」
が
引
く

文
献
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
使
用
し
た
も
の
と
見
な
せ
る
。
八
月
一
日
の
天
中
節

に
関
す
る
伝
承
(
「
陰
陽
秘
方
」
〉
も
す
で
に
『
明
文
抄
』
に
同
文
が
見
え
て
い
る

わ
け
で
、
十
三
世
紀
初
頭
に
は
す
で
に
歳
時
記
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

-34-



五
、
整
理

后のスキャンダルをめぐる日本文学史

以
下
、
術
婆
迦
説
話
と
そ
れ
に
関
連
す
る
作
品
・
資
料
に
つ
い
て
、
整
理
一
を
試

み
る
。目

本
で
術
婆
迦
に
つ
い
て
言
及
し
た
最
初
の
資
料
と
し
て
、
『
三
教
指
帰
」
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
術
婆
迦
が
「
胸
を
焼
い
た
」
と
さ
れ
、
こ
れ

が
日
本
に
お
け
る
術
婆
迦
享
受
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
術
婆

迦
は
「
胸
よ
り
火
」
を
出
し
た
の
で
あ
り
(
和
歌
童
蒙
抄
・
古
今
和
歌
集
瀧
頂
日

伍
)
、
『
源
氏
物
語
」
の
「
胸
こ
が
る
る
」
と
結
び
つ
い
た
。
「
胸
の
炎
」
は
「
恋
」

の
思
い
を
表
現
す
る
の
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
(
和
漢
朗
詠
集
和
談
抄
)
。

『
三
教
指
帰
」
の
注
釈
世
界
で
は
、
和
文
化
し
た
術
婆
迦
の
物
語
が
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
(
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
住
)
。
風
が
「
幌
」
を
吹
き

上
げ
た
際
に
垣
間
見
す
る
と
い
う
設
定
や
、
会
話
文
に
お
け
る
繰
り
返
し
表
現
な

ど
、
『
大
智
度
論
」
の
本
文
か
ら
は
離
れ
た
語
り
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。和

文
化
し
た
術
婆
迦
物
語
は
歌
学
世
界
や
『
源
氏
物
語
」
の
注
釈
世
界
で
も
語

ら
れ
て
い
た
(
和
歌
説
家
抄
・
紫
明
抄
な
ど
)
。
こ
れ
ら
は
『
大
智
度
論
』
を
源

流
と
す
る
点
は
変
わ
ら
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
り
が
生
じ
て
い
る
。
も
と
も

と
国
王
の
控
目
で
あ
っ
た
の
が
「
后
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
事
例
も
確
認
で
き
る

(
和
歌
童
蒙
抄
)
。
「
三
教
指
帰
」
と
『
源
氏
物
語
」
の
注
釈
世
界
(
光
源
氏
物
語

抄
・
紫
明
抄
・
河
海
抄
)
と
歌
学
世
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
影
響
し
あ
い
つ

つ
、
和
文
化
し
た
術
婆
迦
物
語
を
共
有
し
て
い
た
と
み
て
お
き
た
い
。
細
部
に
異

な
り
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
講
釈
の
場
(
口
語
り
の
場
)
を
経
由
す
る
た
め

だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
術
婆
迦
説
話
の
展
開
に
は
、
こ
の
よ
う
な
注
釈

の
場
が
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
。

和
文
化
し
た
術
婆
迦
説
話
は
、
中
世
に
お
け
る
注
釈
世
界
に
膨
轡
を
及
ぼ
し
て

い
く
。
「
和
歌
童
蒙
抄
」
に
あ
っ
た
「
恋
」
と
「
鯉
」
の
結
び
つ
き
は
、
円
神
道
関

白
流
雑
部
』
「
鹿
訓
往
来
抄
」
に
も
見
え
た
。
『
庭
訓
往
来
』
の
注
釈
世
界
や
神
道
・

陰
陽
道
の
秘
説
は
歌
学
世
界
と
交
渉
し
な
が
ら
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
「
鯉
」
と
「
恋
」
と
を
結
び
付
け
る
『
横
座
房
物
語
」
の
よ
う
な
表
現

は
こ
の
よ
う
な
世
界
を
踏
ま
え
て
出
現
し
た
。
和
漢
朗
詠
集
注
釈
の
世
界
で
は
か

ぐ
や
姫
伝
承
と
の
交
渉
も
見
ら
れ
た
(
和
模
朗
詠
集
和
談
抄
)
。

歌
学
世
界
に
お
け
る
術
婆
迦
説
話
は
『
古
今
和
歌
集
」
の
注
釈
世
界
で
大
き
な

変
貌
を
遂
げ
る
。
『
古
今
和
歌
集
濯
頂
口
伝
』
で
は
「
あ
か
つ
き
の
」
の
和
歌
注

で
術
婆
迦
の
物
語
が
、
「
百
夜
通
」
の
モ
チ
ー
フ
と
融
合
し
た
形
で
詩
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
『
神
道
関
白
流
雑
部
』
や
「
庭
訓
之
抄
』
に
も
見
え
る
こ
と
で
、
古

今
注
と
神
道
・
陰
陽
道
世
界
と
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
古
今
和
歌
集
濯
頂
口
伝
』
の
、
術
婆
迦
の
炎
が
多
く
の
宮
殿
を
焼
い
た
と
い
う

記
述
が
、
『
神
道
関
白
流
雑
都
』
な
ど
で
術
婆
迦
の
恋
の
煙
が
「
内
裏
」
を
焼
い

た
と
す
る
記
述
と
対
応
し
て
い
る
と
と
も
そ
の
証
左
と
な
る
。
古
今
注
や
神
道
・

陰
陽
道
世
界
で
展
開
し
た
術
婆
迦
説
話
は
新
た
な
能
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ

た
。
術
婆
迦
の
恋
の
物
語
は
能
「
恋
重
荷
」
の
主
題
の
原
拠
の
一
つ
と
な
っ
た
。

ま
た
、
「
恋
重
荷
」
で
は
、
賎
者
が
「
葉
守
神
」
へ
と
転
生
す
る
が
、
こ
れ
は
吋
神

道
関
白
流
雑
部
』
な
ど
で
術
婆
迦
が
火
の
守
護
神
と
な
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
は
、
歌
学
・
古
今
注
お
よ
び
神
道
・
陰
陽
道
世
界
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と

は
別
に
説
話
集
の
世
界
で
術
婆
迦
は
頻
繁
に
引
用
さ
れ
た
。
『
宝
物
集
」
『
三
国
伝

記
」
吋
太
平
記
』
な
ど
で
、
道
な
ら
ぬ
恋
、
あ
さ
ま
し
き
恋
を
列
挙
す
る
な
か
に
、

そ
の
一
例
と
し
て
術
婆
迦
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
延
鹿
本
『
平
家
物
語
]
の

建
札
門
院
畜
生
道
も
こ
の
よ
う
な
列
挙
形
式
を
と
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
恋
の
た
め
し
を
列
挙
す
る
方
法
は
室
町
時
代
物
語
に
継
承
さ
れ
て
い
て
、

「
浄
瑚
刷
物
語
」
「
依
藤
太
物
詩
』
『
判
官
み
や
こ
ぱ
な
し
」
「
恋
塚
物
語
』
な
ど
に

術
婆
迦
へ
の
雷
及
が
見
え
る
。
ま
た
「
小
町
神
代
巻
」
や
「
繊
底
房
物
語
』
に
は
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歌
学
世
界
や
神
道
・
陰
陽
道
世
界
と
の
交
渉
が
見
ら
れ
た
。
室
町
時
代
物
語
の
中

に
は
術
婆
迦
説
話
を
も
と
に
新
た
に
創
造
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
物
語
が
見
ら
れ
る

〈
浄
瑠
璃
十
二
段
草
子
・
う
そ
ひ
め
・
狼
源
氏
草
紙
)
。
と
れ
ら
は
能
「
恋
重
荷
」

と
と
も
に
、
術
婆
迦
説
話
が
新
し
い
物
語
を
生
み
出
す
力
を
供
給
し
続
け
た
こ
と

を
示
す
。

一
方
、
術
婆
迦
の
名
は
出
な
い
が
、
よ
く
似
た
説
話
が
節
目
、
天
中
節
の
由
来

を
語
る
秘
説
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
(
明
文
抄
・
拾
芥
抄
・
世
諺
問
答
)
。
こ

れ
ら
は
神
道
・
陰
陽
道
世
界
に
入
り
込
み
、
吋
神
道
閉
臼
流
雑
部
」
や
『
庭
訓
往

来
抄
』
で
術
婆
迦
と
融
合
し
て
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
、
便
宜
上
、
「
三
教
指
帰
」
や
『
源
氏
物
語
」
の
注
釈
世
界
、
歌
学
・
古

今
注
の
世
界
、
説
話
集
、
室
町
時
代
物
語
、
神
道
・
除
陽
道
世
界
な
ど
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
領
域
を
区
別
し
て
記
述
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
が
複

雑
に
重
な
り
合
っ
て
い
た
。
お
互
い
に
交
渉
、
影
響
し
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
形
を
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
術
婆
迦
を
通
し
て
、
諸
領
域
が
完
錯
し
合
い

な
が
ら
変
貌
し
て
い
く
様
相
|
学
問
・
文
学
を
生
み
出
す
一
種
の
運
動
体
ー
を

見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
の
文
学
観
や
想
像
を
超
え
て
雑

多
な
要
素
が
入
り
交
じ
る
混
沌
と
し
た
海
の
よ
う
な
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

こ
か
ら
新
た
な
恋
の
物
語
の
生
命
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
複
合
的
世
界
か

ら
誕
生
し
た
物
語
や
説
話
は
、
単
線
的
な
系
譜
関
係
の
も
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
一
つ
の
領
域
、
ジ
ャ
ン
ル
内
で
の
展
開
の
中
で
捉
え
ら
れ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
作
品
の
系
譜
や
ジ
ャ
ン
ル
の
発
展
で
描
く

の
と
は
異
な
る
、
運
動
体
と
し
て
の
文
学
史
が
構
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

周
辺
領
域
を
融
合
き
せ
つ
つ
展
開
し
た
文
学
史
の
中
で
、
確
か
な
存
在
感
を
持
つ

の
が
術
婆
迦
で
あ
っ
た
。

六
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
の
広
が
り

術
協
官
迦
は
鞠
国
で
も
独
自
の
説
話
を
生
み
出
し
て
い
た
。
吋
大
唐
組
問
府
群
玉
」

巻
二
十
「
心
火
椀
搭
」
に
引
か
れ
る
「
殊
奥
伝
」
で
あ
る
。

志
鬼
新
線
活
里
駅
人
、
諜
普
徳
玉
之
英
臨
、
姫
愁
品
仰
泣
、
形
容
憎
伴
、
玉
幸

寺
行
香
、
聞
而
召
之
、
志
鬼
帰
寺
塔
下
、
待
駕
幸
、
忽
然
睡
剛
、
王
説
腎
環
、

置
胸
避
宮
、
後
乃
睡
覚
、
志
鬼
悶
絶
良
久
、
心
火
出
綿
其
塔
、
即
変
為
火
鬼
、

王
命
術
士
、
作
冗
詞
日
、
志
鬼
心
中
火
、
焼
身
変
火
神
、
流
移
沿
海
外
、
不

見
不
相
親
、
時
俗
、
帖
此
詞
於
門
盤
、
以
鋭
火
災
(
小
峯
和
明
・
噌
尾
伸
一

郎
編
訳
「
新
羅
殊
興
伝
」
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
三

O

二
)

こ
の
説
話
の
源
流
が
「
大
智
度
論
』
で
あ
る
こ
と
を
印
楠
燥
氏
が
指
摘
し
て
い

る
V
こ
の
中
で
怯
目
さ
れ
る
の
は
、
志
鬼
が
「
火
山
地
」
と
変
じ
、
そ
れ
に
対
し

王
が
術
士
に
命
じ
て
「
兇
剖
」
を
作
ら
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
火
災
を
鎮

め
る
呪
符
と
な
っ
た
と
い
う
。
印
権
焼
氏
は
こ
の
部
分
は
醜
国
の
民
間
信
仰
と
習

合
し
て
変
容
し
た
箇
所
だ
と
考
え
た
が
、
日
本
の
「
庭
訓
之
抄
」
や
『
神
道
閉
日

流
雑
部
」
で
術
婆
迦
が
火
の
守
護
神
と
変
じ
た
こ
と
や
、
『
明
文
抄
」
で
后
が
呪

言
を
唱
え
た
こ
と
と
近
似
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
新
羅
時
代
の
説
話
集
で
あ

る
「
殊
異
伝
」
と
、
『
明
文
抄
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
究
中
節
の
秘
伝
や
日
本
の

神
道
・
除
陽
道
世
界
で
伝
え
ら
れ
た
術
婆
迦
説
話
と
の
聞
に
直
接
的
な
影
響
関
係

を
見
い
だ
す
こ
と
は
離
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
交
渉
を
想
定

し
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

印
権
焼
氏
以
降
、
「
志
鬼
」
説
話
研
究
が
韓
国
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
に

つ
い
て
は
朴
知
恵
氏
が
研
究
史
を
ま
と
め
て
い
る
が
下
越
鋪
豪
氏
に
よ
っ
て
、

明
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
鴻
夢
龍
編
「
化
火
」
『
情
史
』
(
ま
た
は
、
『
情
史
類
略
』
)
巻

之
十
一
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
い
う
官

罰
帝
生
公
主
詔
乳
母
陣
氏
乳
養

陣
氏
携
幼
子

輿
公
主
居
禁
中
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年

長

陣

氏

出

官

其

後

此

子

以

息

公

主

故

疾

亙

一

日

陣

氏

入

宮

有

憂

色

公

主

拘

其

故

陣

氏

陰

以

賓

封

公

主

許

允

遂

托

幸

献

廟

其

奥

子

舎

及

期

子

先

在

廟

候

之

忽

睡

去

既

公

主

入

廟

子

沈
睡
不
醒
公
主
待
久
将
蹄
乃
解
幼
時
所
弄
玉
環
附
於
子
之
懐
中

而
去
及
子
醒
搭
見
之
怨
気
成
火
廟
字
亦
焚
紙
崩
胡
神
也

基
本
的
に
術
婆
迦
説
話
の
展
開
と
一
致
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
、
っ
。
詳
細

な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
術
婆
迦

説
話
の
展
開
を
東
ア
ジ
ア
全
体
の
中
で
理
解
す
る
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
術
婆

迦
は
、
日
本
の
文
学
史
を
ア
ジ
ア
の
中
で
見
つ
め
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
材
料

の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

【注】
叶
A

建
札
門
院
の
畜
生
道
諮
り
に
つ
い
て
、
佐
伯
真
一
諮
問
礼
門
院
左
い
う
悲
劇
』
角
川
選
替
、

一一
O
O九
を
参
照
。

先
例
集
が
建
礼
門
院
の
畜
生
道
諮
り
を
生
み
出
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
安
居
院

流
唱
導
替
の
形
成
と
そ
の
意
義
」
『
中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・
聖
教
」
竹
林
舎
、
二
O
一
O

で
考
、
え
て
み
た
。
本
稿
で
は
建
札
門
院
の
醜
聞
が
語
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
論
じ
る
余
裕

が
な
い
が
、
試
験
的
な
考
察
は
こ
の
拙
稿
で
試
み
て
い
る
。

紙
面
廃
本
に
列
挙
さ
れ
た
事
例
に
基
づ
く
文
学
史
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
唱
場
資
料
が
開
〈
世

界
」
『
仏
教
文
学
」
一
-
一
ム
ハ
・
三
七
合
併
号
、
二
O
一
二
で
見
通
し
を
述
べ
た
。

術
婆
迦
説
話
の
典
、
拠
が
『
大
智
度
論
」
で
あ
る
こ
と
は
島
内
景
二
「
「
術
婆
伽
」
説
話
に
み

る
受
容
と
創
造
」
『
源
氏
物
語
の
影
響
史
」
笠
間
書
院
、
二

0
0
0
(初
出
は
一
九
八
七
)

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

島
内
氏
は
『
紫
明
抄
」
を
継
水
し
た
「
河
海
抄
」
『
仙
源
抄
』
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

単
行
本
収
録
時
に
は
新
た
に
『
異
本
紫
明
抄
(
光
源
氏
物
語
抄
)
」
も
指
摘
さ
れ
た
。
「
興

本
紫
明
抄
」
は
「
紫
明
抄
」
と
細
部
で
異
な
り
を
見
せ
て
い
る
。
『
河
海
抄
」
は
「
人
や
り

な
ら
ぬ
む
ね
こ
か
る
、
ダ
も
あ
ら
む
と
三
教
指
伶
云
、
飲
奨
術
婆
伽
之
燐
胸
」
と
附
略

に
記
す
の
み
で
和
文
化
し
た
物
持
を
記
さ
な
い
。
『
興
本
然
明
妙
い
か
ら
『
紫
明
妙
」
「
河
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山
微
妙
」
へ
到
る
流
れ
の
中
で
、
術
婆
迦
説
話
を
扱
う
態
度
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
注
釈
史

の
問
題
と
し
て
検
討
す
る
と
興
味
深
い
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
延
鹿
本
『
宝
家
物
語
」
第
二
末
(
巻
五
)
に
あ
る
文
覚
発
心
認
に
見
え
る
。

延
慶
本
『
平
家
物
理
巴
文
覚
発
心
語
で
も
、
恋
に
悩
む
遠
藤
盛
遼
と
、
恋
の
手
引
き
を
あ
っ

さ
り
と
請
け
負
う
尼
公
と
が
対
照
的
に
描
か
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
『
浄
瑠
璃
十
ニ
段
草
子
』
の
商
行
(
佐
藤
血
忠
清
)
説
話
は
、
術
婆
迦
を
意
識
し

た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
(
社
で
の
密
会
。
眠
り
込
ん
だ
男
な
ど
)
で
あ
り
、
叫
猿
源
氏
草
紙
」
が

描
く
鰯
売
の
恋
は
術
波
芦
迦
説
話
の
翻
案
で
あ
る
こ
と
、
『
う
そ
ひ
め
」
は
『
浄
瑠
璃
十
二
段

草
子
」
の
西
行
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
一
一
角
洋
一
「
空
海
「
三
教
指
帰
』
の
影
響
史
」
『
機
』
一
八

O
、一一

O
O
一
は
「
自
宅
式
」

は
後
人
の
誤
写
で
、
も
と
は
コ
ニ
教
し
き
」
か
と
し
、
藤
原
純
兼
が
コ
ニ
教
指
帰
注
」
か

ら
引
用
し
た
可
能
性
に
言
及
し
た
。
黒
田
彰
子
「
一
-
一
教
指
帰
注
は
和
歌
賞
蒙
抄
の
依
拠
資

料
か
」
『
愛
知
文
教
大
学
比
較
文
化
研
究
』
九
、
二

O
O
八
は
、
三
教
指
帰
注
の
術
婆
迦

認
の
う
ち
説
話
化
・
和
文
化
し
た
例
が
中
山
法
華
経
寺
本
で
あ
る
が
、
和
歌
童
蒙
抄
所
収

説
話
と
は
か
な
り
の
迷
い
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
範
兼
の
引
用
態
度
か
ら
考
え
て
、
そ
の
よ

う
な
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
術
摂
迎
語
を
収
録
す
る
書
物
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

島
内
氏
は
、
東
北
大
学
図
書
館
蔵
『
古
今
秘
決
」
に
あ
る
竹
取
物
語
の
異
伝
も
指
摘
し
て

い
る
「
(
姫
は
)
鏡
ヲ
形
見
ニ
ヲ
キ
テ
、
此
世
ヲ
サ
リ
ヌ
。
御
門
不
浅
歎
キ
タ
マ
ヒ
テ
、
形

見
ノ
鏡
ヲ
、
胸
フ
ト
コ
ロ
ニ
持
タ
マ
ヒ
ケ
レ
パ
、
御
胸
ヨ
リ
火
出
テ
、
鏡
ニ
ツ
キ
テ
モ
ユ
。

イ
カ
ニ
ケ
セ
ド
モ
消
ス
」
と
い
う
も
の
で
、
富
士
山
頂
の
火
炎
の
由
来
と
、
術
婆
迦
説
話

の
最
肝
要
で
あ
る
胸
か
ら
火
を
出
す
こ
と
と
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
『
最
明
寺
殿
教
訓

百
首
」
「
い
た
づ
ら
に
胸
の
ほ
む
ら
を
も
や
し
な
ば
終
に
我
が
身
を
こ
が
す
な
る
ら
ん
」
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

単
行
本
収
録
時
に
島
内
氏
は
『
興
本
紫
明
抄
」
の
ほ
か
『
機
座
房
物
語
』
『
類
題
法
文
和
歌

集
法
解
』
巻
十
一
一
一
を
指
摘
し
た
。
『
繍
堅
一
房
物
妬
巴
は
、
室
町
物
語
の
世
界
に
古
今
注
が
浸

透
し
て
い
る
事
例
で
あ
り
、
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
」
は
、
和
歌
世
界
に
術
婆
迦
説
話
が

流
入
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

法
6
・7
も
参
照
。
論
説
に
は
よ
り
詳
細
な
分
析
が
必
要
氾
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
ヤ

型
が
桜
合
し
必
が
ら
新
た
な
恋
の
物
泌
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
過
緩
で
、
術
悼
演
迦
は
一
つ

の
核
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
の
で
あ
る
。
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川

ω

『
拾
芥
抄
」
は
南
北
朝
前
期
の
洞
院
公
賢
(
一
二
九
一
|
一
一
一
一
六
O
)
を
編
者
に
あ
て
る
説

が
有
力
だ
が
、
永
仁
二
年
(
一
二
九
四
)
の
奥
舎
を
持
つ
『
本
納
骨
絡
目
録
」
に
「
拾
芥

略
婆
抄
」
と
あ
る
。
鎌
倉
中
・
後
期
に
中
核
部
分
が
成
立
し
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
い
た

る
ま
で
瑚
補
・
校
訂
が
行
わ
れ
た
か
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
印
殺
轡
「
平
安
鎌
倉
記

録
典
籍
集
』
「
拾
芥
抄
」
解
説
)
。
山
内
洋
一
郎
網
越
咽
『
本
邦
類
部
玉
函
秘
抄
・
明
文
抄
・

管
撤
抄
の
研
窪
汲
古
啓
院
、
三

O
一
二
、
湯
谷
祐
三
「
『
明
文
位
と
沼
芥
抄
」
の
諸

本
ー
そ
の
吋
唐
家
世
立
部
」
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
|
」
『
愛
知
文
教
大
学
比
蚊
文
化
研
究
」

九
、
ニ
O
O
八
参
照
。

印
権
燥
『
線
図
仏
教
文
学
研
究
」
高
成
大
学
校
出
版
部
、
一
九
九
九
所
収
「
〈
心
火
続
犠
〉

説
話
の
仏
典
線
源
と
土
着
的
意
味
」
(
初
出
は
一
九
六
人
)
。
小
準
和
明
・
増
尾
伸
一
郎
編

訳
「
新
統
殊
異
伝
」
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
ニ

O
一
一
は
『
大
智
度
論
」
巻
十
四
の
「
述
婆
伽
」

説
話
を
軸
に
し
な
が
ら
「
義
徳
王
の
時
代
に
創
建
さ
れ
た
、
王
朝
と
深
く
関
係
す
る
霊
廟

(
妙
)
寺
が
三
度
の
災
火
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
形
成
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
ヲ
一
一
周
波
事
』
巻
一
二
「
霊
妙
学
文
六
」
(
釈
恵
尚
早
は
草
で
純

を
な
い
、
盤
刷
寺
の
金
堂
と
左
右
の
経
機
、
南
門
廊
鷹
な
ど
を
囲
い
給
ん
だ
。
三
日
後
、

普
徳
王
が
寺
を
来
訪
し
た
際
、
「
志
鬼
心
火
」
が
出
て
そ
の
搭
を
焼
い
た
が
、
純
で
闘
っ
た

と
こ
ろ
だ
け
は
焼
失
を
免
れ
た
)
も
紹
介
し
て
い
る
。

朴
知
恵
「
勝
因
説
話
研
究
紹
介
|
印
権
換
「
心
火
線
塔
」
説
話
巧
|
」
『
日
本
古
代
学
」

五
、
二

O
二ニ。

組
鍬
豪
「
志
鬼
説
話
孜
」
『
古
典
文
学
研
究
」
十
二
二
九
九
七
、
隣
国
。
以
下
の
「
情
史
」

は
朴
知
恵
氏
の
論
か
ら
引
用
。
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